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グロリオーサのマイクロプロパゲーションに及ぼす培養温度の影響
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Abstract 

The effects of temperature on the formation and growth of shoot and tuber in the micropropagation of Gloriosa 

superba L. were investigated. The explants formed the greatest number of shoots at 3 0℃, and the shoot 

formation was inhibited at 15℃ . At 30℃, a lot of tubers, produced in vitro, sprouted and formed secondary 

shoots. The optimal temperature for tuber growth in vitro was 2 0℃ . These results suggested that the optimal 

temperature for shoot formation differed from the temperature for the tuber growth in vitro in the micropropa-

gation of G. superba L. 
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緒 日

グロリオーサ (Gloriosasuperba L.)はアフリカおよ

び熱帯アジアに分布するユリ科の球根植物であり，主に

切り花として広く用いられている．また，開花調節技術

も開発されており，暖地での周年栽培がすでに可能に

なっている (1).

グロリオーサの繁殖は種子または栄養繁殖での塊茎形

成によって行われている．しかし，種子繁殖では親の優

良形質が次世代で発現するとは限らない．そこで，栄養

繁殖が望まれるが， 1母球からは通常二股の塊茎 1つし

か形成されず，増殖率は低い．また，その塊茎形成に関

する研究は少なく，そのため塊茎生産は鉢物の需要速度

に追いつかず汽優良なグロリオーサの塊茎は高価であ

る．また，挿し芽や塊茎分割による増殖は不可能と報告

されており叫組織培養による優良個体のクローン増殖

や塊茎生産が望まれている．

これまでにグロリオーサのinvitroでの増殖，すなわち

マイクロプロパゲーションに関してはいくつかの報告が

あり (2,3,4,5,6,7), 外植体，植物生長調整物質の濃度，増殖

サイクル，および土壌への移植法などが検討されている

が，培養時の温度条件に関してはあまり論じられてはお

らず，改良の余地が多く残されている．そこで本研究で

は，グロリオーサのマイクロプロパゲーションに及ぽす

温度の影響について検討した．

材料および方法

グロリオーサ‘ルテア＇の塊茎を用いて， 30℃のイン

キュベーターで萌芽させた後，五井 (8)の方法に従って

得られたinvitroでのクローン苗条を実験材料とした．

外植体には球状に肥大したシュートの基部を縦に 2分

割したもの（以下シュート基部切片とする）を用い，各

処理区16外植体を供試した．培地には0.5μM aーナフ

タレン酢酸 (NAA) , 5. 0μM N凡ベンジルアデニン

(BA) , 3 %ショ糖および0.2%ジェランガムを添加し

た MS培地 (9) を用いた.pHを5.8に調整した後， 121℃,

1.1気圧で30分間オートクレープ滅菌した．通気を促す

ためにポリメチルペンテン製のキャップに直径3mmの

穴を開け，孔径0.5μmのフロロカーボン製のメンブレ

ンフィルターシールを接着した900mlガラス製ボトルを

培養容器に用い，各容器に培地を180ml注入した．培養

容器内に置床した外植体を15, 20, 25または30℃で90日

間培養した後， invitroでの増殖，小植物体の生長および

塊茎形成に及ぽす培養温度の影響を調査した．なお，実

験は 2反復行った．

結 果

シュート基部切片からのシュート形成に及ぽす培養温

度の影響を第 1表に示す. 15℃区では，シュートを形成

した外植体が少なく，形成されても 1外植体から 1本の
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シュートしか形成されなかった．そのシュートにおいて

も正常なものは少なく，多くはクロロシスをおこしてい

た．一方， 20, 25および30℃区では多くの外植体で

シュートが形成され，それらの外植体からはそれぞれ平

均1.36, 1. 89および2.58本，培養した 1外植体あたりで

はそれぞれ1.19, 1. 60および2.25本のシュートが形成さ

れた．

ところで， 15℃区では形成されたシュートの生長が抑

制されたが， 20,25および30℃区では，温度が上昇する

につれてシュートの伸長が促進された．しかしながら，

30℃区では外植体から直接形成されたシュート（一次

シュート）の他に，一度形成された塊茎が新たに萌芽し

て形成されたシュート（二次シュート）が多く認められ

（第 1図），二次シュートに形成された塊茎から新たに

萌芽したシュートも観察された（データ未掲載）．また，

二次シュートの形成は20および25℃区においても認めら

れたが，二次シュートを形成する外植体の割合は高温区

で有意に高い値となった．なお，一次シュートの数は25

および30℃区で他の温度区と比較して有意に高い値を示

した．

外植体ならびにinvitroで得られたシュートにおける塊

茎形成に及ぽす培養温度の影響を第2表に示す．すべて

の処理区で半数以上の外植体から塊茎が形成された. 15 

℃区では塊茎のみを形成し，シュートを形成しない個体

が多く認められたが，その他の温度区では多くの個体で

シュートの基部に塊茎が形成された．しかしながら， 30

℃区では他の処理区と比較して，塊茎を形成したシュー

トの割合が有意に低い値となった．また， 20℃区では，

形成された塊茎数は少ないものの，塊茎の肥大は促進さ

れ，平均塊茎生体重は最も高い値を示した．一方， 25お

よび30℃区では， 20℃区よりも多数の塊茎が得られたも

のの，その平均生体重はやや低い値を示した．

考 察

球根植物のシュート形成に及ぼす温度の影響に関して，

アルストロメリアにおいては 8----18℃までの範囲内で温

度を上昇させるとシュート数は増加したと報告されてい

る (10). グロリオーサのマイクロプロパゲーションに及

ぼす温度の影響についてはこれまで報告されていなかっ

たが，本研究の結果， 15℃では明らかに外植体からの

Table 1. Effects of temperature on the in vitro shoot formation of Gloriosa. 

Temperature Pfoerrmcenit ng exsphloanot ts Nexop. loanf shts soohofots ormts inpeg r Nexop. loaf ntss hcouoltturs peed r abPneorcrmenatal gse hooof ts noHrmeiagl ht shoof ot 

（℃） 

15 40.6士28.1 1.00土0.00 0.41士0.28 43.2土6.8 1. 3土0.6

20 87.5士 0.0 1. 36士0.22 1.19士0.19 7.7土1.4 9.1土0.7

25 84.4土 3.1 1. 89士0.04 1.60士0.10 13.1士5.4 10.5士0.3

30 87.5土 0.0 2.58士0.27 2.25士0.25 21.0士8.0 11. 7土0.3

Table 2. Effects of temperature on the in vitro tuber formation of Gloriosa. 

Temperature Pfoercrmenit ng extuplbaner ts Nexop. loanf tuts tubers bfoers rminpeg r Nexop. loanf ttus bcuerltus preed r sPheorcotuts enbfotaers rmge ionf g Freosf h tuwbeeir ght 

（℃） 

15 84.4士 3.1 1. 22士0.22 1.03士0.22 61. 4士11.4 147.1士21.9 

20 65.7士 3.2 1. 20士0.10 0.78土0.03 63.8士11.2 317.1士11.7 

25 84.4士 3.1 1. 30士0.01 1. 10士0.04 62.8士 0.3 249.1士20.4

30 59.4士15.6 2.13土0.13 1. 29士0.41 47.5土13.1 270.9土 9.9
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シュート形成が抑制されることが示された．また，多く

のシュートが二次シュートであったものの，高温区でよ

り多くのシュートが形成されることが示され，グロリ

オーサのinvitroでのシュートの形成には30℃が適してい

ることが示唆された．

一方，グロリオーサの塊茎の大きさとinvivoでの植物

体の生育に関して，植え付けた塊茎が重い場合に植物体

の伸長が促進され，開花が早くなったと報告されており (11)'

in vitroでグロリオーサのクローン苗を生産する場合には，

塊茎の肥大促進も重要な要素であると考えられる．

チューリップでは，温度を12℃まで低下させると子球重

が増加し (12)' ササユリでは．子球の生育および肥大に

は23℃が適していると報告されている (13). このように，

それぞれの植物において球根の肥大に適した温度が存在

するが，本研究の結果，グロリオーサの塊茎肥大には20

℃が適している可能性が示唆された．これらのことから，

グロリオーサのマイクロプロパゲーションにおける

シュート形成のステージと塊茎形成のステージとでは最

適温度条件が異なり，効率的なマイクロプロパゲーショ

ンと優良クローン苗の生産のためには，前者のステージ

では30℃，後者のステージでは20℃とそれぞれの培養ス

テージで異なる温度で培養することが有効であると推測

される．しかしながら，本研究においては， 25および30

℃区ではより多くの塊茎が二次シュートを形成したため

に塊茎が肥大しなかった可能性がある．また，ジャガイ

モでは温度によって塊茎形成速度が異なることが報告さ

れているが 04)' グロリオーサのin vitroでの塊茎形成に

おいても温度が影響し，高温区で塊茎形成速度が高まる

とともに，二次シュートの形成が促進された可能性もあ

る． したがって，グロリオーサのマイクロプロパゲー

ションによる種苗生産を効率化するためには，今後in

vitroでの塊茎形成様式に及ぽす温度の影響についてさら

に詳しく調査したうえで，シュート増殖に適した培養条

件と様式ならびに塊茎生産に適した培養条件と様式をそ

れぞれ検討する必要があろう．

摘 要

グロリオーサのシュート基部切片を外植体としたマイ

クロプロパゲーションにおけるシュートおよび塊茎の形

成と生長に及ぼす温度の影響を調査した．その結果，

シュート基部切片からのシュート形成は低温区で抑制さ

れる傾向が認められ，外植体から形成されたシュート数

は， 30℃区で最大の値を示した．なお，高温区，特に30

℃区では， invitroで形成された塊茎が萌芽して形成され

た二次シュートが多く認められた．また，シュートの基

部に形成された塊茎は20℃で最も大きく肥大した．これ

らの結果から，グロリオーサのマイクロプロパゲーショ

ンにおいては，シュート形成と塊茎肥大に適した温度が

異なる可能性が示唆された．
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